
～身近な地域に遊び場をつくろう～ 
身近な地域に遊び場があったらいいなと思う人に向けたシンポジウムです。全

国の遊び場の状況や川崎市内の遊び場の事例を通じて、誰でも遊び場づくりがで

きることを学びます。身近なところに遊び場がほしいと思う人、遊び場に興味が

ある人、夢パークで遊んでいて身近なところに遊び場がほしいと思った人ぜひご

参加ください。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 ● 2013年９月15日（日）10時～12時30分 

場  所 ● 川崎市子ども夢パーク多目的室 

参 加 費 ● 無料 

お申込み ● 

        お申込み先：川崎市子ども夢パーク 044-811-2001(午前9時～午後9時まで） 

 

主 催 川崎市子ども夢パーク（企画：川崎市子ども夢パーク支援委員会） 

    〒213-0033 神奈川県川崎市高津区下作延 5−30−1 

    Tel 044-811-2001 

基調 
講 
演 

パネル 
ディス 
カッショ
ン 

全国の冒険遊び場・プレーパークの立ち上げ 

＜講演者＞ 

関戸まゆみさん（NPO 法人冒険遊び場づくり協会代表） 

＜プロフィール＞ 

東京都新宿区出身。世田谷区で娘と息子の子育て中に、近くの冒険遊び場「羽根木プ

レーパーク」と出会い、85 年ごろより地域住民として運営に関わるようになる。羽

根木プレーパークで初の本の出版 『冒険遊び場がやってきた！』の編集に携わり、

91 年度～94 年度羽根木プレーパークの会 三代目会長、95 年度～01 年度世田谷

ボランティア協会プレーパーク事業担当専門員として、それぞれの立場で世田谷区内

のプレーパーク活動を支えた。98 年初の冒険遊び場全国研究集会の開催をきりもり

し、その流れで NPO 法人日本冒険遊び場づくり協会を設立したメンバーのひとり。

現在はフリーで全国の冒険遊び場づくりの推進・支援活動をしている。 

川崎市内遊び場の立ち上げのきっかけとエピソード 
＜パネリスト＞ 

久保浩子さん（つちはしプレーパーク） 
稲田光世さん（多摩区プレーパークをやっちゃおう会） 
大橋美紀さん（宮前区子どもの遊び場を考える会・ポレポレ） 

づくり 

参加者数把握のため９月13日（金）までに電話にてご連絡いただけると幸いです。 

当日の参加も可能です。 

川崎市子ども夢パーク10周年 


